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~(‘ s ( hierarchy)説層階る
しばしば人聞をいくつかの階層から成るものとこのように「成長原理」を唱える人々の理論では、





A 雪.、.. 当然教育に対する見方もそれに応もし人間を ζのように捉えていくならば、ごとくである。そして、
， ，
? ?じたものになっていくはずである。一例をあげれば、遠山啓氏は教育内容を「術Jr学Jr観Jの三













れている知識や技術を総合して、それらを統一し、 それを世界観・人生観・社会観 ・労働観 ・職業観‘d、
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家主義ではなく、 ζれを乗り繕えていく、統ーした理論が目ぎきれねばならえよいだろうという ζ とで
ある。
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